平成23年度　第1回柏市公共下水道事業審議会会議録

１　開催日時

　　　　平成２３年６月２４日（金）　午後2時30分から

２　開催場所

　　　　柏市役所本庁舎5階　第５・６委員会室

３　出席者

　　　　（委員）

　　　　伊藤委員、石川委員、大室委員、落合委員、佐藤委員、沢田委員、戸田委員、

　　　　富田委員、豊田委員、古市委員、古川委員、宮崎委員、森　委員、諸岡委員、

　　　　

　　　　（事務局）

　　　　秋山市長,　山田土木部長、石井土木次長(兼)下水道整備課長

下水道整備課　市原副参事、高橋主幹、池田副主幹、田中副主幹、西牟田主事、谷本主事補

下水道維持管理課　須藤課長、染谷副参事、加藤主幹

　　　　

４　議題

· 会長、副会長の選出

· 柏市公共下水道事業の概要について

· 今後のスケジュールについて

５　議事

　　　　　　委嘱を行い、委員の互選により会長に落合委員、副会長に森委員を選任した、次に、柏市公共下水道事業の概要について事務局側から説明が行われた。主な説明内容は次の通りである。

· 下水道事業の現状（整備面積、整備率、水洗化率等）

· 下水道事業の経営状況（有収水量、使用料収入、使用料対象経費、経費回収率等）

· 下水道事業の今後の経営方針（適切な下水道使用料の設定、企業会計の導入による経営状況の透明化）

· 今後のスケジュールについて事務局側から説明を行なった。

６　質疑・応答

●使用料収入予測について

委　員　前回４％の使用料改訂をしたにもかかわらず、使用料収入が伸びない理由と前回審議会の予測値と実績値に大幅な差がある理由は何か。明確な根拠を示さずして結果のみの報告では審議に入ることができない。

事務局　使用料収入が減少した理由および予測値と実績値との乖離原因については、今回の審議会における大きな課題である。まだ原因の精査には至っていないが、現段階で考えられる理由としては、平成21年度に十余二工業団地の特定公共下水道から公共下水道への編入に伴う、使用料金の一部緩和が考えられる。また、平成17年度以降、十余二工業団地等において400億円程度出荷額が下がっていることを考えると、大口利用者の減少も一つの大きな原因とみている。これらの原因については今後精査し、第三回審議会までには示す予定である。

●下水道広報の必要性について

委　員　水道では年２回広報で市民にPRしている。前回改定時審議会でも指摘したが、下水道の場合、使用料改定時しか広報を行っておらずもっと市民に対して情報を開示すべきである。例えば、水道部の折込の一部枠をもらい情報を提供するといった手段もあるのではないか。

事務局　事務局側としても、ご指摘のあった通り情報提供が少ないと感じている。下水道年報もかつて公開していなかったが、昨今、ようやく情報公開するに至った。広報については、今年１月および２月に汚水と雨水について、どれくらいの経費がかかっているのかという内容で広報を出したところである。今後は、市のHPを充実させるなどして、できるだけ多くの情報を公開していきたいと考えている。

●包括外部監査について

委　員　平成22年度に包括外部監査を受けていると思うが、それに対する市の対応について是非早い段階で説明頂きたい。また、ホームページにある外部監査報告書についてだが、ページ数がかなり多いため、簡単にまとめたものを用意頂けたらありがたい。

事務局　包括外部監査では、全体で57項目に及ぶ指摘事項および意見を頂いているが、その内容およびそれに対する市の対応については８月頃に市のホームページを通して公表する予定である。また、第三回審議会においても可能な範囲で資料を提示し説明する予定である。

●下水道計画区域について

委　員　公共下水道概要説明図の白色区域は何か

事務局　公共下水道による整備が予定されていない区域である。人が多く住んでいない区域と考えて差し支えない。

· その他

事務局　第三回審議会（8/31）までに使用料収入が予測より伸びない理由及び、包括外部監査を受けての事務局側の対応等について資料を順次提示していく。
会　長　審議会活性化のため、審議委員からの積極的な質問を期待する。
委　員　前回審議会の反省を踏まえ、資料はよりわかりやすく、審議会の前に余裕をもって出してほしい。　

会　長　会長があらかじめ資料に目を通し、その後委員に配布するという形が望ましい。
今回の審議会は計７回予定されているが、状況によっては審議会の回数を増やすこともありうる。

· 次回審議会日程　2011年7月27日（水）PM2:00～
　　　

（傍聴者）

　　なし

